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についての説明で，実験結果として単位応力当りの粒界とり (Jγ戸/Jr) T=B ・ exp C -ro/のな





第 6 章は第 3-5 章で説明した研究に用いた試験片の粒界に観察された空洞についての考察で，
その生成原因について種々検討し成因を明らかにしている。
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第 7 章は上記勇断方法に代り， 引張り方法を用いて研究した純 (99.99 %)ア Jレミニウム双結
晶の粒界とり現象に関する説明で，粒界とりに伴う粒界に接する狭い領域での結晶変形，結晶粒





第 8 章は上記純ア Jレミニウム双結品の粒界とりと成分結晶粒子の結晶方位との関係についての
研究の説明で， 粒界とりの‘活性化エネルギーおよび第 4 章で吟味した粒界強度の指標を表す '0
は粒界の傾角 ω に比例する乙とおよび粒界とり量は (ωF十 r) に比例して変化することなどを明
らかにしている。乙こで d は粒界面に垂直な面と最も平行に近い両成分結品粒のとり面内の有
効とり方向のなす角度で， r はこれら 2 とり面の各々と粒界面とのなす 2 交線のなす角度である。
第 9 章はアルミニウムと Mn， Cu, Mg, Zn, Si，および Fe の各々との 2 元合金双結品の粒界
とりに関する研究についての説明でこれら合金の粒界とりの開始温度は Fe， Mn, Si, Cu, Mg, 
Zn の!頃に高温測に移動することを明らかにするとともに粒界とり現象におよぼす各元素の添加
量の影響について説明している。
第10章は本研究についての結論で第 3........9 章の研究を個条書きにまとめている。
論文の審査結果の要旨
前項で説明したように，本論文はアノレミニウムおよびアノレミニウム合金双結晶試験片を用いて
粒界とり現象について研究し，結晶粒界とりおよびそれに伴って起る種々の現象を明らかにする
とともにそれらの機構をも解明したもので，物理冶金学および金属材料学に資し，工業上貢献す
るところ大きく，よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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